




































































以上の単語 30，非単語 30，計 60項目を全てひらがな表記でランダムな順
序に配列してリストを構成した。
被験者：大学生 8名（男 4，女 4）を被験者とした。平均年齢は 21.0歳（20
～22歳）であった。これらの被験者はいずれもネイティブな日本語使用者で
あった。
装置：刺激項目の提示および反応の記録にはパソコン（富士通 FM-V SIII 16
A）およびそれによって制御される AV タキストスコープ（岩通アイセル社製
IS-702）を用いた。各文字は全て，黒い背景上に白文字明朝体で提示され，
文字の大きさはディスプレイ上で約 25 mm×25 mm であった。また，ディス





字は注視点（＊）1 s の提示に引き続いて 1文字 500 ms ずつ，3文字続けて
同じ位置に提示された。そして，3文字目の提示開始からキィ押し反応までの
時間を反応時間として計測した。試行間間隔は 3 s であった。60項目の文字
列の提示順序はランダムであり，被験者毎に異なった。また左右のキィのそれ









Fig. 1 実験 1における各条件ごとの平均反応時間
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字型より短いことがわかる。これについて，表記型間で t 検定を行ったとこ












































応時間が短かった被験者が 8名中 5名。逆に漢字型の方が短かった者が 3名
であった。
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